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奈良時代 名前

問1 710年に現在の奈良県に建設された都は、当時の中国の王朝であった唐の都をモデルにして設計されました。この都の名称と、モデルとなった都
市の名称の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2021年 千葉県公立入試 類似）

1. 平城京 － 長安 2. 平安京 － 長安 3. 平城京 － 隋 4. 藤原京 － 洛陽

問2 奈良時代、政府が一般の人々への布教を制限していた中で、民衆の間で仏教を広めるとともに、橋や道路、ため池の建設といった社会事業を行
い、多くの人々の信頼を得た僧侶は誰ですか。 （2019年 佐賀県公立入試 類似）

1. 日蓮 2. 行基 3. 空海 4. 雪舟

問3 奈良時代、聖武天皇は社会の混乱を鎮めるため、仏教の力で国家の安泰をはかろうとしました。この考え方を何といいますか。 （2015年

佐賀県公立入試 類似）

1. 鎮護国家 2. 律令政治 3. 神仏習合 4. 天平文化

問4 遣唐使に関連する人物や出来事の説明として、正しいものはどれですか。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 足利義満は、勘合貿易を円滑に進
めるために遣唐使の派遣を再開した

2. 鑑真は、遣唐使の一員として日本
の最新の仏教建築を唐に伝えるため
に派遣された

3. 阿倍仲麻呂は遣唐使として唐に渡
り、科挙に合格して役人として登用
されたが、日本に帰ることはできな
かった

4. 小野妹子は、最初の遣唐使として
唐の皇帝に「日出づる処の天子」で
始まる国書を届けた

問5 奈良時代、聖武天皇が疫病の流行や政治的な混乱を鎮め、社会を安定させるために、仏教の力で国を守るという思想に基づいて全国各地に建立
を命じた寺院を何といいますか。 （2022年 香川県公立入試 類似）

1. 延暦寺 2. 法隆寺 3. 国分寺 4. 禅福寺

問6 奈良時代、聖武天皇は相次ぐ反乱や疫病といった社会不安を鎮め、国家を安定させるために仏教の力を利用しようと考えました。このように、
仏教の教えによって国を守ろうとする思想を何と呼びますか。 （2026年 北海道公立入試 類似）

1. 末法思想 2. 神仏習合の思想 3. 尊王攘夷の思想 4. 鎮護国家の思想

問7 日本の経済史の主な出来事をまとめた記述において、8世紀から10世紀の期間に位置づけられる、708年に発行された貨幣の名称として正しいも
のを選びなさい。 （2021年 広島県公立入試 類似）

1. 無文銀銭 2. 天保通宝 3. 和同開珎 4. 永楽通宝

問8 律令国家における地方統治の仕組みにおいて、都から全国の「国」に派遣され、徴税や裁判などの地方行政を担った官吏を何と呼びますか。
（2026年 長野県公立入試 類似）

1. 防人 2. 国司 3. 太宰府 4. 郡司

問9 律令制度における租税の一つである「調」について、その内容と民衆への負担の仕組みを正しく説明しているものはどれですか。 （2021年

徳島県公立入試 類似）

1. 収穫した米の約3％を納めるもの
で、主に地方政府（国衙）の財源と
して蓄えられた。

2. 男子に対して、都での年間10日間
の労役の代わりに、布を納めさせる
制度であった。

3. 成人男子の中から選ばれ、九州北
部の警備のために3年間の兵役に就く
義務のことである。

4. 各地方の特産物を都まで運ぶ必要
があり、その道中の食料や運搬の労
力は民衆が自ら負担した。

問10 遣唐使の航路は、当初朝鮮半島沿岸を通る安全な「北路」が使われていましたが、やがて東シナ海を横断する危険な「南路」へと変更されまし
た。航路が変更された背景に関する説明として最も適切なものを選びなさい。 （2021年 宮崎県公立入試 類似）

1. 大型船の造船技術が向上し、東シ
ナ海を横断する方が安全で短時間で
到達できたため。

2. 唐の都が東シナ海沿岸に移転した
ことで、南路を利用する方が便利に
なったため。

3. 日本が唐や新羅と対立したことで
、朝鮮半島沿岸の安全な航路を通行
できなくなったため。

4. 新羅が日本に対して友好の証とし
て東シナ海の新しい航路を譲渡した
ため。

問11 8世紀初頭に和同開珎が発行された際、この貨幣が主に流通したとされる、唐の都にならって建設された当時の日本の都はどこですか。 （2019年

大阪府公立入試 類似）

1. 藤原京 2. 平安京 3. 長岡京 4. 平城京

問12 律令国家において、成人男子の大きな負担となった税制のうち、各地の絹や布、あるいは魚や塩といった特産物を都まで運び、中央政府に納め
るものを何といいますか。 （2025年 福岡県公立入試 類似）

1. 庸 2. 調 3. 雑徭 4. 租

問13 聖武天皇が国ごとに国分寺や国分尼寺を建て、都に東大寺の大仏を造営した理由として、最も適切な説明を選びなさい。 （2025年 岩手県公立入試 類似）

1. 地方の豪族を強力な武力で圧迫し
て支配を強めるため

2. 大陸との貿易を独占して金銀など
の財貨を集めるため

3. 仏教の力によって疫病や社会不安
などの災いから国を護るため

4. 武士の軍事力を結集して新しい政
権を樹立するため

問14 七百十年に平城京へ都が移ってから七百九十四年に平安京へ都が移るまでの期間、当時の天皇が「鎮護国家の思想」に基づいて実施した政策と
して、正しいものはどれですか。 （2023年 高知県公立入試 類似）

1. 貴族の権力争いを防ぐため、武士
を登用して警備を強化した

2. 全国各地に神社を建て、天照大神
を祀ることで国家の統一をはかった

3. キリスト教の布教を禁止し、寺請
制度によって民衆を寺院に登録させ
た

4. 国ごとに国分寺・国分尼寺を建立
させ、都に大仏を造立した

問15 『万葉集』が編纂された当時の社会背景や文化的な特徴について述べた文として、正しいものはどれか。 （2020年 岡山県公立入試 類似）

1. 遣唐使が廃止されたことにより、
日本独自の生活習慣に合わせた文化
が急激に発達した。

2. 浄土信仰が広まり、社会の不安定
な情勢を反映した仏教色の強い文学
が中心となった。

3. 平城京を中心とした国際色豊かな
文化が栄え、多様な人々の思いが歌
に表現された。

4. 国風文化が発達し、仮名文字が広
く普及したことで、貴族女性による
日記文学が全盛となった。


